
［標準様式例６－２］

契約変更年月日 令和8年2月27日

契約業者名 川上建設株式会社

契約業者の住所 栃木県鹿沼市緑町一丁目１番２０号

工事の名称 Ｒ６国道４号春日部古河ＢＰ環境整備工事

工事場所
自）茨城県猿島郡五霞町幸主地先
至）茨城県古河市柳橋地先

工事種別 維持修繕工事

工期（自） 令和7年9月1日

工期（至） 令和8年2月27日

変更前の契約金額
（税込）

¥94,600,000

変更金額
（税込）

¥12,430,000

変更後の契約金額
（税込）

¥107,030,000

（第１回、最終）契約変更の内容

工事概要
（変更した内容につい
て記述する）

舗装工（切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工 約5,230m2、ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装補修工 約32m）
排水構造物工（削除）
区画線工（区画線工 約1,770m）
除草工（道路除草工 約55,400m2）
道路付属施設工（道路付属物工 １式）
情報ﾎﾞｯｸｽ工（ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ工 １式）
標識工（小型標識工 １式）
応急処理工（応急処理作業工 1式）
仮設工（交通管理工 1式）
共通仮設費
【準備費】
  （試掘調査費1式）
【技術管理費】
  （諸経費動向調査 1式）
　（３次元起工測量・３次元設計ﾃﾞｰﾀの作成費用（ICT） 1式）
　（全国道路施設点検ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 1式）
【営繕費】
  （快適ﾄｲﾚ 1式）



変更理由

１．舗装工
　現地精査の結果、切削オ－バーレイ工を変更（増）とし、現地調査の結
果、アスファルト舗装補修工を追加する。

２．排水構造物工
　現地調査の結果、排水構造物工を削除する。

３．区画線工
　現地精査の結果、区画線工を変更（増）する。

４．除草工
　現地精査の結果、道路除草工を変更（減）する。

５．道路付属施設工
　現地調査の結果、道路法面の除草対策を行うため道路付属物工を追加す
る。

６．情報ボックス工
　現地調査の結果、ハンドホール蓋の安全対策を行うため、ハンドホール
工を追加する。

７．標識工
　現地調査の結果、老朽化による更新が必要になったため、小型標識工を
追加する。

８．応急処理工
　現地調査の結果、支障木の伐採を行うため、応急処理作業工を変更
（増）する。

９．仮設工
　上記工種の増工に伴い、交通管理工を変更（増）する。

１０．共通仮設費
【準備費】
　現地調査の結果、試掘調査費を追加する。
【技術管理費】
　現地調査の結果、諸経費動向調査にかかる費用、３次元起工測量・３次
元設計データの作成費用（ICT）全国道路施設点検データベースを追加す
る。
【営繕費】
　現地調査の結果、快適トイレを追加する。

１１．業務委託料
　当初特記仕様書第３１条に基づいて、業務委託料として道路工事費完成
図書作成費を追加する。

１２．工期
　工期は、当初設計書どおり令和８年２月２７日とし変更しない。


